　＜争いのはてにあるものは……？＞

　　　資料①　市の風景

　　　　私は貧しい農民です。田畑といえば父親が残した、わずかなものしかありません。そこで私は、村の金持ちの百姓eq \o(\s\up 9(そうだゆう),惣大夫)から田を借り、他に領主から田を借りています。今日私が市へ持っていくのは、私が１０年かかってきりひらいた畑からとれたeq \o(\s\up 9(きちょう),貴重)な麻eq \o(\s\up 9(さんぞく),三束)と大豆eq \o(\s\up 9(ごしょう),五升)です。

　　　川沿いの道を市場へつくと、はや、たくさんの人が出ていました。ここの荘園では、地頭が銭を手に入れるために、年貢の米やeq \o(\s\up 9(ざっこく),雑穀)や、アワ、ゴマ、イモ、麻など、いろいろなものを取引するのでにぎわうのです。金持ちの百姓は、米やeq \o(\s\up 9(あい),藍)や麻などを売ります。貧しいやせた畑しか持たぬ百姓は、ソバ、アワなどのeq \o(\s\up 9(ざっこく),雑穀)やイモなどの野菜を売ります。

　　　市場には２０軒ばかりの店があります。店といっても昔からのものはごくeq \o(\s\up 9(そまつ),粗末)な小屋で、eq \o(\s\up 9(ふだん),普段)は人の住むところではありません。しかし、いつも市がにぎわうので、ちかごろでは、もとは百姓ながらここに住んで商売を専門にするものが１０軒ほどもできました。

　　　私は、持ってきた麻と大豆を少しでも高く売ろうとあちこちの店でかけあいましたが、麻はeq \o(\s\up 9(さんぞく),三束)で９０文、大豆はeq \o(\s\up 9(ごしょう),五升)で４０文でした。

　　　市場には、遠くから運ばれてきたeq \o(\s\up 9(めずら),珍)しいものも少しは売っていますが、百姓たちがふだん使うものが主になっています。もっとも最近では、大きな市では、eq \o(\s\up 9(たち),太刀)やeq \o(\s\up 9(あやおり),綾織)やeq \o(\s\up 9(よろいかぶと),鎧兜)などの高級な工芸品も売られるようになりました。

　　　私は、手に入れた１３０文の銭で何か良い買い物がしたいと思い、あちこち歩きましたが、結局、買おうと思った妻の晴れ着は買わずに、今年はアワの出来が悪かったので、アワeq \o(\s\up 9(いっと),一斗)を３８文で買い、銭とアワを盗賊にとられないように用心しながら家へ帰りました。

　　＜争いの果てにあるものは……？＞
　　
　　資料②　村のeq \o(\s\up 9(おきて),掟)
一、 eq \o(\s\up 9(としより),年寄り)のふれにもかかわらず、eq \o(\s\up 9(よりあい),寄合い)に２度出なかったものは、５０文のeq \o(\s\up 9(ばっきん),罰金)とする。
一、 ２月と６月に行うeq \o(\s\up 9(さるがく),猿楽)のとき支払うお礼は、村の金から１eq \o(\s\up 9(かん),貫)文を出す。この取り決めにeq \o(\s\up 9(いはん),違反)した者は、eq \o(\s\up 9(みやざ),宮座)（神社のeq \o(\s\up 9(うじこ),氏子)の集団）からeq \o(\s\up 9(ついほう),追放)する。
一、 村をeq \o(\s\up 9(かこ),囲)っている堀から東は、eq \o(\s\up 9(やしきち),屋敷地)にしてはならない。
一、 eq \o(\s\up 9(なえぎ),苗木)を切り取った者は５００文のeq \o(\s\up 9(ばっきん),罰金)とする。
一、 eq \o(\s\up 9(まき),薪)や炭は村のものを使うこと。

　　　　　　　　eq \o(\s\up 9(おうみ),近江)の国、eq \o(\s\up 9(いまぼりそう),今堀惣)のおきて
一、 eq \o(\s\up 9(たこくたぐん),他国他郡)からeq \o(\s\up 9(とうぐん),当郡)へeq \o(\s\up 9(らんにゅう),乱入)するものがあったならば、eq \o(\s\up 9(うらぎる),裏切る)ことなく皆eq \o(\s\up 9(だんけつ),団結)して防ぐこと。
一、eq \o(\s\up 9(そう),惣)の中のことは多数決で決めること。

　　　　　　　　eq \o(\s\up 9(おうみ),近江)の国、eq \o(\s\up 9(やまなかそう),山中惣)のおきて
　＜争いの果てにあるものは…？＞
　　　資料③戦国大名の戦い
· eq \o(\s\up 9(たけだしんげん),武田信玄)の戦い（eq \o(\s\up 9(こうようぐんかん),甲陽軍鑑)より）
①私は大将なので、この辺の者どもを引き連れ、国境をこえ、eq \o(\s\up 9(てるとらこう),輝虎公)（eq \o(\s\up 9(うえすぎけんしん),上杉謙信)）の城の近くまで行き放火し、eq \o(\s\up 9(えちご),越後)の者をらんどりし、こちら（eq \o(\s\up 9(しなの),信濃)）まで連れてきた。… eq \o(\s\up 9(てるとらこう),輝虎公)の城の近くへ放火し、らんぼうに女・わらべを取って、eq \o(\s\up 9(ぶじ),無事)に帰る。
　　②（敵からの）eq \o(\s\up 9(ぷんど),分捕)りの刀やeq \o(\s\up 9(わきざし),脇差)などにより、身なりがよくなる。馬・女などeq \o(\s\up 9(らんどり),乱取り)につかみ、これもよいかせぎになるので、（eq \o(\s\up 9(たけだしんげん),武田信玄)の）国の民百姓は豊かになっていった。
· eq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)のeq \o(\s\up 9(しまづし),島津氏)の戦い（ルイス・フロイス「日本史」より）
　①eq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)（鹿児島）軍がeq \o(\s\up 9(ぶんご),豊後)（宮崎）でeq \o(\s\up 9(ほりょ),捕虜)にした人々は、eq \o(\s\up 9(ひご),肥後)（熊本）の国へeq \o(\s\up 9(れんこう),連行)されて売られた。  

  　　… eq \o(\s\up 9(さつま),薩摩)やeq \o(\s\up 9(ひご),肥後)にeq \o(\s\up 9(れんこう),連行)された後、羊の群れのように市場を歩かされ、売られていった。彼らの多くは、一、二文のeq \o(\s\up 9(やすね),安値)で売られた。
　②島原の地では、時に四十名もの売り手が集まる。彼らはeq \o(\s\up 9(ぶんご),豊後)の婦人や男女の子供たちを二束三文で売った。
　　＜争いの果てにあるものは…？＞
　　　資料④　eq \o(\s\up 9(のぶなが),信長)のeq \o(\s\up 9(せいさく),政策)
〔１〕eq \o(\s\up 9(まちしゅう),町衆)（eq \o(\s\up 9(ゆうりょくしょうこうぎょうしゃ),有力商工業者)）には
· eq \o(\s\up 9(らくいち),楽市)・eq \o(\s\up 9(らくざれい),楽座令)
一、 eq \o(\s\up 9(じょうか),城下)の市場にeq \o(\s\up 9(いじゅう),移住)して来る者は、eq \o(\s\up 9(おだけりょうない),織田家領内)はどこでも自由に行き来して良い。またeq \o(\s\up 9(ねんぐ),年貢)やeq \o(\s\up 9(しょえき),諸役)はeq \o(\s\up 9(めんじょ),免除)する。
一、 eq \o(\s\up 9(らくいち),楽市)・eq \o(\s\up 9(らくざ),楽座)とするからeq \o(\s\up 9(しょうち),承知)して商売せよ。
一、 eq \o(\s\up 9(きょうせいてき),強制的)な買い上げや暴力行為はeq \o(\s\up 9(ぜったい),絶対)にeq \o(\s\up 9(ゆる),許)さない。
eq \o(\s\up 9(えいろく),永禄)１１（１５６８）年９月
　〔２〕eq \o(\s\up 9(どいっき),土一揆)に対しては　
· 信長に従うとのeq \o(\s\up 9(せいやくしょ),誓約書)を出した村には
· 村の自治をみとめて、eq \o(\s\up 9(らくいちらくざれい),楽市楽座令)を出し、商売の自由も認めた。
· 信長に逆らった村には（eq \o(\s\up 9(えちぜん),越前)のeq \o(\s\up 9(いっこういっき),一向一揆)の場合）
…人数を四手にわけ、山々谷々残るところなく探し出し、首を切りました。１７日に持ってこられた首は２０００個あまり、eq \o(\s\up 9(いけどり),生け捕り)は７０～８０人ほど。これも首を切りました。１８日。５００～６００ずつ首がほうぼうから持ってこられたのでその数を数えられません。１９日。６００人余りをeq \o(\s\up 9(うちとり),討ち取り)、eq \o(\s\up 9(いけどり),生け捕り)１００人。これも首を切りました。２０日。１０００人余り切り捨て、eq \o(\s\up 9(いけどり),生け捕り)は１００人ほど。これも首をはねました。２１日。首５００、eq \o(\s\up 9(いけどり),生け捕り)１０人余り。これも首を切りました。eq \o(\s\up 9(しばたかついえ),柴田勝家)・eq \o(\s\up 9(あけちみつひで),明智光秀)より、１０００人ほど首を切ったとの報告がありました。
　　１５７５年８月２２日　　　　　　　　　　　信長
　　　eq \o(\s\up 9(むらいながとのかみ),村井長門守)どの
　＜争いの果てにあるものは…？＞
　　資料⑤　秀吉の政策
〔1〕 秀吉のeq \o(\s\up 9(しまづし),島津氏)あての手紙（eq \o(\s\up 9(そうぶじれい),惣無事令)）
　　　　九州の戦国大名同士の領土争いは、秀吉政権のもとでeq \o(\s\up 9(さいばん),裁判)をしてeq \o(\s\up 9(かいけつ),解決)する。だから今、争っているそれぞれの大名はおたがいに戦争をやめなさい。これは天皇の命令によるものである。このeq \o(\s\up 9(ていせんれい),停戦令)（戦争をやめろという命令）をeq \o(\s\up 9(きょひ),拒否)するものはeq \o(\s\up 9(せいばい),成敗)（兵を送りeq \o(\s\up 9(しょばつ),処罰)）する。
〔2〕 秀吉の島津氏あての手紙（eq \o(\s\up 9(かたながりれい),刀狩令)）
一 、諸国百姓ら、刀・わきざし・弓・やり・鉄砲・その他のeq \o(\s\up 9(ぶぐ),武具)のたぐいを持つことをかたく禁止する。なぜかというと武器をもっていると、年貢を出ししぶり、一揆をくわだて、自然に領主に対して反抗する。そんなことになれば、田畑があれ、領主の収入がなくなるので、領地の武器をみんな取り上げなさい。
　　一、 刀・わきざしはただ取り上げるのではなく、こんど大仏をつくる時、くぎやかすがいにするので、現在は言うにおよばず、eq \o(\s\up 9(らいせ),来世)までも、百姓はみな救われる
　　一、 百姓は農具さへ持ち、いっしょうけんめいにeq \o(\s\up 9(こうさく),耕作)すれば、eq \o(\s\up 9(ししそんそん),子々孫々)まで長生きできる。百姓にあわれみをもってこのことをおしえさとせば、国土は安全で万民は快楽にくらせるだろう。昔の中国では、天下が統一された後、すべて武器を農具に変えたという。わが国ではためしたことがない。みなこのことを守り、百姓は農業に精を出すこと。
  　　　右のとおり、武器を必ず集めて、差し出すように
　　＜争いの果てにあるものは…？＞
　　　資料⑥　秀吉の朝鮮侵略
〔1〕 年表
　　１５９２年４月　西日本の諸大名を中心としたeq \o(\s\up 9(しんりゃくぐん),侵略軍)１５万が朝鮮eq \o(\s\up 9(プサン),釜山)に上陸。
　　　　　　　　５月　侵略軍が朝鮮の首都eq \o(\s\up 9(ハンソン),漢城)を占領し、各地の町や村を焼いて人々を連れ去る。朝鮮の武士や民衆が武器を持って立ちあがり日本軍と戦う。
　　　　　　　　６月～９月
　　　　　　　　　　　朝鮮の将軍eq \o(\s\up 9(イスンシン),李舜臣)率いる水軍が日本の水軍を打ち破り、日本軍は食料eq \o(\s\up 9(ほきゅう),補給)ができず苦しむ。
　　　　　　　１２月　明軍４万３０００の援軍eq \o(\s\up 9(とうちゃく),到着)、日本軍は負けて逃げ帰る。
　　　１５９３年４月　日本はeq \o(\s\up 9(わへい),和平)のeq \o(\s\up 9(こうしょう),交渉)をはじめる。
　　　１５９６年末　　和平交渉がまとまらず、日本軍１万５０００人が再び朝鮮に侵入。
　　　１５９７年１月　日本軍１５万がeq \o(\s\up 9(プサン),釜山)に上陸し再び侵略する。
　　　　　１５９８年　　朝鮮・明軍が日本軍をeq \o(\s\up 9(ほうい),包囲)し、食料のなくなった日本軍は大量のeq \o(\s\up 9(うえじに),飢え死に)を出す。
　　　　　　　　　８月　秀吉が死に、日本軍は引き上げる。、
〔2〕 日本軍のうちわけは…（島津氏の場合）
種類
人数
割合

武士
１７２７人
１３．８％

武士の召使
４８０６人
３８．７％

農民（荷物運びに）
３９００人
３１．４％

漁民（船の水夫として）
２０００人
１６．１％

計
１２４３３人
１００％

　　＜争いの果てにあるものは…？＞
　　　資料⑦　eq \o(\s\up 9(ぶけしょはっと),武家諸法度)（元和元年―１６１５年定める）
一、 eq \o(\s\up 9(ぶんぶきゅうば),文武弓馬)の道をもっぱらたしなむこと。
一、 集団で酒を飲んでeq \o(\s\up 9(さわ),騒)いだり、eq \o(\s\up 9(おんなあそ),女遊)びをせぬこと。
一、 eq \o(\s\up 9(はっと),法度)にそむくものどもを国々にeq \o(\s\up 9(かく),隠)し置いてはならぬこと。
一、 国々の大名･eq \o(\s\up 9(しょうみょう),小名)ならびにその領地を持ったeq \o(\s\up 9(かしん),家臣)のめしかかえているeq \o(\s\up 9(けらい),家来)の中に、eq \o(\s\up 9(はんぎゃく),反逆)をくわだて人を殺害するものがいたら、すみやかに追い出すこと。
一、 諸国の城は、eq \o(\s\up 9(しゅうぜん),修繕)だけであってもかならず幕府のeq \o(\s\up 9(きょか),許可)をえなければならぬ。まして新しく作ることはかたくeq \o(\s\up 9(ていし),停止)する。
一、 隣の国（大名領）においてならわしを破り、eq \o(\s\up 9(ととう),徒党)を結ぶ（集団を組んで何事かをくわだてる）ものがいたら、直ちに幕府に報告すべきこと。
一、 幕府のeq \o(\s\up 9(きょか),許可)なくeq \o(\s\up 9(けっこん),結婚)してはならぬこと。
一、 eq \o(\s\up 9(いふく),衣服)は身分に応じたものを着るべきこと。
一、 誰でもeq \o(\s\up 9(こし),輿)に乗るのではなく、身分に応じたものにすべきこと。
一、 eq \o(\s\up 9(じゅうしゃ),従者)の数はなるべく増やさずeq \o(\s\up 9(けんやく),倹約)すべきこと。
一、 eq \o(\s\up 9(こくしゅ),国主)である大名はeq \o(\s\up 9(せいむ),政務)にeq \o(\s\up 9(せい),精)を出すこと。
　　eq \o(\s\up 9(かんえい),寛永)１２（１６３５）年eq \o(\s\up 9(ついか),追加)
　　一、　大名・eq \o(\s\up 9(しょうみょう),小名)は交代して江戸に住むよう定める。毎年四月中に江戸城にeq \o(\s\up 9(さんきん),参勤)すべきこと。
　　＜争いの果てにあるものは…？＞
　　　資料⑧　eq \o(\s\up 9(いえやす),家康)の農民にかんするeq \o(\s\up 9(おきて),掟)（一部略）
一、 将軍の領地や大名の領地の百姓が、そこをeq \o(\s\up 9(おさ),治)めるeq \o(\s\up 9(だいかん),代官)やeq \o(\s\up 9(りょうしゅ),領主)がeq \o(\s\up 9(ひほう),非法)な行いがあるとの理由で村をeq \o(\s\up 9(す),捨)てeq \o(\s\up 9(たりょう),他領)へ逃げ出したときは、たといeq \o(\s\up 9(だいかん),代官)やeq \o(\s\up 9(りょうしゅ),領主)から申し出があっても百姓は帰さずeq \o(\s\up 9(ほご),保護)すべきこと。
一、 eq \o(\s\up 9(ねんぐみのう),年貢未納)があれば、eq \o(\s\up 9(となりむら),隣村)などでeq \o(\s\up 9(よけい),余計)に納められる所があれば両村の貸し借りとし、なるべく百姓が村をeq \o(\s\up 9(す),捨)てることのないようにすべきこと。
一、 代官などにeq \o(\s\up 9(ひほう),非法)な行いがあれば、直接幕府へeq \o(\s\up 9(うった),訴)えるべきこと。
一、 百姓をみだりに殺してはならない。たとえ罪あるものでもeq \o(\s\up 9(と),捕)らえてeq \o(\s\up 9(ぶぎょうしょ),奉行所)で裁判をおこない、eq \o(\s\up 9(しざい),死罪)を申しつけるべきこと。
　　　　　　
　　　　　　eq \o(\s\up 9(けいちょう),慶長)８（１６０３）年３月２７日
